
(宛 先 )

〒100-8916
電話

FAX

厚生労働省 医薬 生活衛生局
食品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内 線4289)
03(3595)2423(18時 以降)
03-3595-2432(残留農薬等基準審査室FAX)

寄付金・契約金等受取 (害1当て)額等回答表

令和ご年′′月22日
令和3年 12月 7日 (火 )薬事 食品衛生審議会食品衛生分科会農薬 動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金 契約金等の受取(害」当て)額等について、別紙のとおり回
答する。

①食品中のシフルトリンの残留基準の設定について

②食品中のスピノサドの残留基準の設定について

③食品中のスルホキサフロルの残留基準の設定について

④食品中のピラフルフェンエチルの残留基準の設定について

⑤食品中のピランテル及びモランテルの残留基準の設定について

⑥食品中のフルフェノクスロンの残留基準の設定について

⑦食品中のベンタゾンの残留基準の設定について

③食品中のベンチアバリカルブイソプロピルの残留基準の設定について

◎食品中のポリオキシンの残留基準の設定について



①食品中のシフルトリンの残留基準の設定について

て

受取有りの場合 最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度
□ 令和2年度
□

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

②食品中のスピノサドの残留基準の設定について

→ 受取の有無 :□ ゴ 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万 円以下
□ 500万円超

該当の有無 :□

該当の有無 :□

し

し

無

無

ｒ
く

ｌ

ｊ

有

有

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度
□ 令和2年度

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

③食品中のスルホキサフロルの残留基準の設定について

イ無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万 円以下

円超

し

し

無

無

♂
♂

¬
‐
Ｊ

有

有

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

豊等 ):  ダウ アグロサイエL
受取(割当て)額● 寄付金 契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度
□ 令和2年度
□

ラ

ー

有

有

●

●

匡
―
―
Ｉ
Ｌ

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

:□ 有り /無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下

円超

□ し

し

無

無

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

該当の有無 :□



④食品中のピラフルフェンエチルの残留基準の設定について

輩 恣 轟 諭 彗 譜 ξ 珀
塾 饉 歯 L一

一 一
__=憂

豪 面 覆 蒔

「

y無
し● 寄付金 契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑤食品中のピランテル及びモランテルの残留基準の設定について

当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万 円超

●

●

Γ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

該当の有無 :□

該当の有無:□

し

し

無

無
「
―
―
―
―
―
―
コ

ゴ
ζ

有

有

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

電言り:

取G● 寄付金 契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

ご 無し
当該年度におする受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下

当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下

□ 500万 円超

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

企業名 (製造企業等):                           
ζ 無し●寄付金 契約金等の受取(害1当て)額

ラ

ー

有

有

□

□

●

●

匡
―
―
Ｉ
Ｌ

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度
□ 令和2年度

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

□

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

し

し

無

無

ピ
υ
「
‐
ｊ

有

有

□

□

し

し

無

無

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式



⑥食品中のフルフェノクスロンの残留基準の設定について

● 寄付金 契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度
□ 令和2年度

⑦食品中のベンタゾンの残留基準の設定について

ご無し
当該年度におする受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

該当の有無 :□

該当の有無 :□

し

し

無

無
「
―
―
―

―
Ｉ
Ｊ

ピ
ピ

有

有

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 寄付金

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度
□ 令和2年度

ゴ 無し
当該年度におする受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下

□

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

③食品中のベンチアバリカルブイソプロピルの残留基準の設定について

し

し

無

無

ご
ざ
「‐
‐
Ｊ

有

有

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

企業名 (中請企業等 ): `フjヨ1イ化字工業株式会ネ
● 寄付金 契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度
□ 令和2年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

ピ 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

該当の有無 :

該当の有無 :

し

し

無

無

♂
♂
「
‐
‐
Ｊ

有

有

□

□

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

1特

記事項



⑨食品中のポリオキシンの残留基準の設定について

● 寄付金

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度
□ 令和2年度

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

ご無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

し

し

無

無
「
―
―
―

―
―
コ

イ
ご

●

●

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
　
　
　
●

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

寄付金

り : `
取(割当て

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度
□

審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

□

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

し

し

無

無
レ

ー

廿

有

有

□

□

♂無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

→ 該当の有無 :□ 有り
→ 該当の有無 :□ 有り
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（宛　先）

厚生労働省　医薬・生活衛生局
食品基準審査課　残留農薬等基準審査室 蓼呼サ

東京都千代田区霞が関1－2－2
03（5253）1111（内線4289）

03（3595）2423（18時以降）

03－3595－2432（残留農薬等基準審査室FAX）

寄付金■契約金等受取（割当て）額等回答表 

令和J年′′月ノア日

令和3年12月7日（火）薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取（割当て）額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のシフルトリンの残留基準の設定について

②食品中のスピノサドの残留基準の設定について

③食品中のスルホキサプロルの残留基準の設定について

④食品中のビラフルフェンエチルの残留基準の設定について

⑤食品中のピランテル及びモランテルの残留基準の設定について

（診食品中のフルフェノクスロンの残留基準の設定について

⑦食品中のベンタゾンの残留基準の設定について

⑧食品中のベンチアバリカルブイソプロピルの残留基準の設走について

⑨食品中のポリオキシンの残留基準の設定について

現職　勅 本宮黍イ舶
氏名　串か風教



①食品中のシフルドルの残留基準の設定について

企業名（製造企業等）：　バイエルクロツプサイエンス株式会
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

→受取の有無二D有り　〆無し

当該年度における受取額
D　令和元年度 �����S�iﾈ苓,��

□　令和2年度 �����S�iﾈ苓躋�

□　令和3年度 �����S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　　ロ　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　　原稿執筆料　　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：口　有 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

②食品中のスピノサドの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　ダウ・アグロサイエンス日月
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

超～500万円以下

→　該当の有無：□　有り

→受取の有無：□　有り　〆無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �8ﾘ��S�iﾈ鈴+r�

□　令和2年度 �����S�iﾈ苓躋�

□　令和3年度 �����S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

口　講演料　　□　　　　原稿執筆料　　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

③食品中のスルホキサプロルの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　ダウ・アグロサイエンス日本株式会
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

超～500万円以下

超

→　該当の有無：□　有り

→受取の有無：□有。オ／無し

当該年度における受取額
ロ　令和元年度 �����S�iﾈ鈴+r�

□　令和2年度 �����S�iﾈ苓躋�

□　令和3年度 �����S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　　原稿執筆料　　　　□　当該企業の株式 

口　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有 

超～500万円以下

超

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有り

特記事項

L
 
L

百

阻

一

．

　

1



④食品中のピラフルフェンエチルの残留基準の設定について

．書莞悠聖霊慧（去」当粁社・－
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

→受取の有無‥□有り　〆無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �����S�iﾈ苓5ｲ�

口　令和2年度 �����S�iﾈ苓躋�

□　令和3年度 �����S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 � 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント粁指導料 

□　特許権t特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□ 剽L 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑤食品中のピランテル及びモランテルの残留基準の設定について

企業名（製造企業等）：　ピーヴィージー・ジャパン有限会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

超～500万円以下

超

→　該当の有無：□　有り

→　受取の有無：□　有り　　厨√　無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �����S�iﾈ苓ﾈ��

□　令和2年度 �����S�iﾈ苓躋�

□　令和3年度 �����S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント朴指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　　原稿執筆料　　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

企業名（製造企業等）：　ヨーキン化学株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

超～500万円以下

超

→　該当の有無：□　有り

→　受取の有無：□　有り

当該年度における受取額
□　令和元年度 �����S�iﾈ苓5ｲ�

□　令和2年度 禰��S�iﾈ苓躋�

□　令和3年度 佰ｸ��S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 

D　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　ロ　研究契約金　　ロ　コンサルタント粁指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　口　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有 

超～500万円以下

超

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係　　　　　　　　→　該当の有無：□　有り

特記事項

L
 
L

同

町
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⑥食品中のフルフェノクスロンの残留基準の設定について

．書莞盟聖霊慧（去J当譜竿之拝租」
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

→受取の有無：口早り　〆無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �8ﾘ��S�iﾈ苓決�R�

□　令和2年度 �����S�iﾈ鈴+H���

ロ　令和3年度 �����S��iﾈ鈴+B�

【受取額の内訳】 剽Lり 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　口　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□ 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑦食品中のベンタゾンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　BASFジャパン株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

→　該当の有無：□　有り

～500万円以下

→受取の有無：□有。√無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �����S�iﾈ苓激��

□　令和2年度 �����S�iﾈ鈴+H���

□　令和3年度 �����S��iﾈ鈴+B�

【受取額の内訳】 剽Lり 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□ 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑧食品中のベンチアバリカルブイソプロピルの残留基準の設定について

．書莞盟悪霊慧（去」当欝ヒ苧工兼株式会社－－
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

→　該当の有無：□　有り

～500万円以下

→　受取の有無‥□　有り　〆無し

当該年度における受取額
口　令和元年度 �����S�iﾈ苓決�R�

□　令和2年度 �����S�iﾈ鈴+H���

□　令和3年度 �����S��iﾈ鈴+B�

【受取額の内訳】 剽Lり 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□ 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係　　　　　　　　→　該当の有無＝□　有り

特記事項

～500万円以下
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L
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⑨食品中のポリオキシンの残留基準の設定について

塵美名（申請企業等）：　科研製薬株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

→受取の有無＝ロー有り　オ無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �����S�iﾈ苓5ｲ�

□　令和2年度 �����S�iﾈ苓躋�

□　令和3年度 �����S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 剽L 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　　原稿執筆料　　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□ 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

企業名（申請企業等）：クミニ
●寄付金■契約金等の受取（割当て）額

学工蓋株式会

超～500万円以下

超

→　該当の有無：□　有り

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

→受取の有無：□有。　オ／無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �����S�iﾅ��

口　令和2年度 �8ﾘ��S�iﾅ��

ロ　令和3年度 禰��S��iﾂ�

【受取額の内訳】 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□ 

円超～500万円以下

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有り

特記事項

﹈



( 宛先）

厚生労働省医薬・生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室宛

  〒1 0 0  —  8 9 1 6 東京都千代田区霞が関1 - 2 - 2
  電話 0 3 ( 5 2 5 3 ) 1  1  1  1 ( 内線4 2 8 9 )

0 3 ( 3 5 9 5 ) 2 4 2 3  ( 1 8 時以降）
  F A X 0 3 - 3 5 9 5 - 2 4 3 2  ( 残留農薬等基準審査室F A X )

寄付金・契約金等受取( 割当て) 額等回答表

令和ゴ年/ ，月2 2 日

令和3 年1 2 月7 日（火）薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額等について、別紙のとおり回

答する。

  ① 食品中のシフルドJ ンの残留基準の設定について

  ② 食品中のスピノサドの残留基準の設定について

  ③ 食品中のスルホキサフロルの残留基準の設定について

  ④ 食品中のピラフルフェンエチルの残留基準の設定について

  ⑤ 食品中のピランテル及びモランテルの残留基準の設定について

  ⑥ 食品中のフルフェノクスロンの残留基準の設定について

  ⑦ 食品中のベンタゾンの残留基準の設定について

  ⑧ 食品中のベンチアノ巧カルブイソプロピルの残留基準の設定について

  ⑨ 食品中のポリオキシンの残留基準の設定について

現職一国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長

   氏名 7



①食品中のシフルドJ ンの残留基準の設定について

  企業名（製造企業等）：バイエルクロップサイエンス株式会社
  寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 -

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

受取の有無：口有リ E f 無し

当該年度における受取額

' 口 5 0 万円以下
- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

   □ーーその他（ )
・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

該当の有無：口有り S ?  無し

  一該当の有無：口有り 無し

②食品中のスピノサドの残留基準の設定について

企業名（申一請企寒等）：ダウ・アヴ□サイエンス日太秩式会計
・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

受取の有無：口有り E f  無し
当該年度における受取額

 π 5 〇万円以下

ーロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

  ・申請資料等の作成に密接に関与 ―該当の有無：口有り E f 無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 一該当の有無：口有り G f  無し

  「特記事項 1

③食品中のスルホキサフロルの残留基準の設定について

企塞名（由諸企業塞）：ダウ・アヴロサイエンス日本株式会社

寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

   口令和3 年度  .

受取の有無：口有り E Z  無し

一当該年度における受取額
口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

  口 その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口

該当の有無：口

 有り

 有り

向

 無し

 無し



④食品中のピラフルフェンエチルの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）: 日本農薬株式会社
・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

―受取の有無：口有り 兒無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロ コンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

  ・申請資料等の作成に密接に関与 ―該当の有無：口有り 0  無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 ―該当の有無：口有り 0  無し

  「特記事項 1

⑤食品中のピランテル及びモランテルの残留基準の設定について

企業名（製造企業等）：ピーヴィージー・ジャパン有限会社

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

  一受取の有無：口有リ B f  無し
当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロ コンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

  ・申請資料等の作成に密接に関与 ―該当の有無：口有り 店無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 ―該当の有無：口有り 5 / 無し

  「特記事項 I

並業名( 製造企業一等）：コーキン化学株式会社
寄付金- 契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

受取の有無：口有り 5 2  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

B
f

 無し

 無し



⑥食品中のフルフェノクスロンの残留基準の設定について

ま業名（申請企業等) : B A S F ジャパン秩式会針
・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

受取の有無：口有り ぼ無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

  ・申請資料等の作成に密接に関与 ―該当の有無：口有り e f 無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 一該当の有無：口有り 0  無し

  「特記事項 1

⑦食品中のベンタゾンの残留基準の設定について

名（申請企業等) : B A S F ジャパン株式会社
・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

受取の有無：口有り B f 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

 π その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

2 ( 無し

 無し

⑧食品中のベンチア/ ^ カルブイソプロピルの残留基準の設定について

立業名( 申請企業等）：クミアイ化学工業株式会社
寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

   口令和3 年度

受取の有無：口有り ぜ無し
当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口 原稿執筆料

  口 その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

ゴ無し
0 1 無し



⑨食品中のポリオキシンの残留基準の設定について

―該当の有無：口有り

―該当の有無：口有り

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

―受取の有無：口有り 0  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

口研究契約金 ロ コンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

寄付金- 契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

企業名（申請企業等）：科研製薬株式会社
・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

―受取の有無：口有り e f  無し
当該年度における受取額

 π 5 〇万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

  ・申請資料等の作成に密接に関与 一該当の有無：口有り ぼ無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 一該当の有無：口有り α 無し

  「特記事項 1

企業名( 申請企業等）: クミアイ化学工業株式会計

し
し

奔
奔

"
臼













（ 宛　先 ）

〒100－8916 東京都千代田区霞が関１－２－２
電話　 03（5253）1111　（内線4289）

03（3595）2423　（18時以降）
FAX 03－3595－2432　（残留農薬等基準審査室ＦＡＸ）

令和　　　年　　　月　　　日

令和3年12月7日（火） 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬･動物用医薬品部会

現　職

氏　名

④食品中のピラフルフェンエチルの残留基準の設定について

⑤食品中のピランテル及びモランテルの残留基準の設定について

⑥食品中のフルフェノクスロンの残留基準の設定について

⑦食品中のベンタゾンの残留基準の設定について

⑧食品中のベンチアバリカルブイソプロピルの残留基準の設定について

⑨食品中のポリオキシンの残留基準の設定について

③食品中のスルホキサフロルの残留基準の設定について

厚生労働省　医薬・生活衛生局
　食品基準審査課　残留農薬等基準審査室　宛

寄付金・契約金等受取（割当て）額等回答表

　以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取（割当て）額等について、別紙のとおり回
答する。

①食品中のシフルトリンの残留基準の設定について

②食品中のスピノサドの残留基準の設定について



企業名（製造企業等）： バイエルクロップサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： ダウ・アグロサイエンス日本株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： ダウ・アグロサイエンス日本株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

①食品中のシフルトリンの残留基準の設定について

②食品中のスピノサドの残留基準の設定について

③食品中のスルホキサフロルの残留基準の設定について



企業名（申請企業等）： 日本農薬株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： ピーヴィージー・ジャパン有限会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： コーキン化学株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

④食品中のピラフルフェンエチルの残留基準の設定について

⑤食品中のピランテル及びモランテルの残留基準の設定について



企業名（申請企業等）： BASFジャパン株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： BASFジャパン株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： クミアイ化学工業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

⑦食品中のベンタゾンの残留基準の設定について

⑧食品中のベンチアバリカルブイソプロピルの残留基準の設定について

⑥食品中のフルフェノクスロンの残留基準の設定について



企業名（申請企業等）： 科研製薬株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： クミアイ化学工業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

⑨食品中のポリオキシンの残留基準の設定について


